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論文内容の要旨

第 1 章では，プラント設計・運転計画の分野での計算機支援技術の現状を述べるとともに，知識処理手

法lとより設計・計画の自動化を図る場合の問題点と効果を明らかにし本研究の目的を示した。

第 2 章では，プラントのレイアウト設計の分野で，機器・配管経路の配置を決定する設計フェーズを自

動化する手法を開発した。本手法は，評価関数，制約条件を設計者の知識にもとづき導出し， レイアウト

する際に数値的に考慮できる形で、最適化アルゴリズムに反映して設計案を生成する点に特徴がある。ケー

ススタディの結果，従来の試行錯誤による対話処理に対し，設計効率を約 2 倍に向上させ，更に，最適化

により，配管経路の延べ長さを短縮できる見通しを得た。

第 3章では，プラントの制御系設計の分野で，制御系の仕様を与える機能図に要素を付加する操作を繰

返し，詳細なロジックを合成する設計フェーズを自動化する手法を開発した。本手法は，操作の候補を仮

説として生成する知識と 複数の仮説を反映して要素を付加する知識とを分離して利用する点に特徴があ

る。ケーススタディの結果依存関係をもっ複数の操作に対する条件を 個々の単純な操作に対応したも

のに分離して，汎用な形で記述した知識を組み合わせ，詳細ロジックの自動合成が可能となり，設計効率

を従来の約 2 倍に向上できる見通しを得た。

第 4章では，プラントの運転計画作成の分野で，知識を組み合わせて計画案を作成する知識ベースシス

テムの運用に際して，計画案の精度向上のために知識を修正するフェーズを自動化した。本手法は，知識

の結論として定義したデータと，その値を導くために参照したデータとの依存関係を用いて，向上すべき

計画項目に対応して修正の必要なデータを探索し，その修正量を求める乙とに特徴がある。本手法を沸騰

水型原子炉の制御棒計画iζ適用したケーススタデ、ィの結果，知識の修正作業時聞を従来の約 6 分の 1 IC::: 
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短縮できる見通しを得た。

第 5 章では，本研究の要約及び結論を記した。

論文審査の結果の要旨

システムの設計・計画・運用において，数理的な定式化の困難な問題は少なくないが，近年そのような

問題に対して専門家の知識を活用して知的推論をコンビュータに行わせる知識処理手法が発達し，いろい

ろの分野で応用されつつある。本論文は，乙の手法により，原子力プラント設計および運転計画における

3 つの課題について，計算機支援技術を開発したものである。

プラントのレイアウト設計の分野では，機器・配管経路の配置を決定する設計段階において，最適化ア

ノレゴリズムの前提となる評価関数，制約条件を設計者の専門的知識にもとづき自動的に導出する乙とを可能

にした。その乙とにより，従来の試行錯誤による処理と比べて，設計効率を約 2 倍に向上させ得る見通し

を得ている。

プラントの制御系設計の分野では制御系の仕様を与える機能図から詳細なロジックを合成する設計段階

の自動化を行った口機能図i乙付加する要素の候補を提示する知識と 複数の要素付加の整合性に関する知

識とを分離して利用する点に特色がある。乙の手法の導入により，設計効率を約 2 倍に向上できる見通し

を得ている。

プラントの運転計画作成の分野では，知識情報処理によって作成される計画案の精度向上のために，用

いる知識を修正する手順を自動化した。知識の適用に伴って伝播するデータ聞の依存関係にもとづいて，

修正の必要なデータを検索する点に特色がある。沸騰水型原子炉の制御棒計画についてのケーススタディ

では，知識の修正作業時間を従来の約 6 分の 1 に短縮できている。

以上のように，本研究は対象とした 3 つの課題のそれぞ、れにおいて有意の支援効果をもた令らすものであ

り，また知識処理手法としても新しい工夫が採り入れられている乙とに鑑み，工学博士の学位論文として

価値あるものと認める。
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